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ご
あ
い
さ
つ 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
の
軌
跡 

  

昭
和
２
１
年
、
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り
、
日
本
中
が
廃
墟
の
中
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
た
時
、
海
と
山
に
囲

ま
れ
た
静
か
な
町
鎌
倉
で
も
新
し
い
文
化
と
生
活
を
求
め
て
人
々
が
あ
わ
た
だ
し
く
動
き
始
め
て
い
ま
し
た
。G

H
Q

の
占
領
下
、
緊
迫
し
た
空
気
の
な
か
で
「 

鎌
倉
に
大
学
を
つ
く
ろ
う
」と
壮
大
な
夢
を
描
き
、
鎌
倉
の
進
む
べ
き
道
を

考
え
た
人
々
が
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
夢
の
実
現
に
は
多
く
の
困
難
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
文
学
科
、
産
業
科
、
演

劇
科
、
映
画
科
を
設
け
、
最
初
は
材
木
座
光
明
寺
を
仮
校
舎
に
学
園
を
創
立
し
、
２
年
後
に
は
旧
大
船
燃
料
廠
跡

に
移
り
、
学
校
経
営
に
全
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
４
年
半
の
歳
月
を
も
っ
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
集
っ
た
教
授
知
識
人
と
若
者
達
は
、
戦
争
中
の
空
白
を
埋
め
る
べ
く
熱
い
思
い
を
ぶ
つ
け
合
い
、

貧
し
さ
の
な
か
で
真
理
探
究
と
芸
術
創
造
の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
時
の
「 

出
会
い
」が
彼
ら
の
一
生
を
支
え
、

今
も
そ
の
水
脈
は
広
く
世
界
を
潤
し
て
い
ま
す
。 

 

尊
敬
す
べ
き
教
師
達
と
の
出
会
い
を
糧
に
卒
業
生
達
が
様
々
な
分
野
で
育
て
て
こ
ら
れ
た
も
の
を
語
り
つ
ぎ
、
次
の

世
代
に
手
渡
す
時
に
な
り
ま
し
た
。
鎌
倉
市
民
が
作
っ
た
「 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
を
伝
え
る
会
」は
、
ゆ
か
り
の
地
材
木

座
光
明
寺
で
「 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
６
０
周
年
」（２
０
０
６
年
５
月
）・ 

「 

７
０
周
年
記
念
祭
」（２
０
１
６
年
５
月
）を
開

催
し
、
そ
の
間
毎
年
、
市
民
と
語
る
集
い
を
開
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
と
展
示
に
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
本
山
光
明
寺
様
な
ら
び
に
卒
業
生
の
方
々
、
市
民
の
方
か
ら
多
大
な
ご
協
力
、
ご
協
賛
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
は
そ
の
中
か
ら
展
示
「 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
６
０
年
の
軌
跡
」を
中
心
に
、
鎌
倉
市
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

披
露
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。 
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鎌
倉
市
中
央
図
書
館
近
代
史
資
料
室 

 
 

 

創
立
記
念
月
五
月
に
ち
な
ん
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
を
伝
え
る
会 

 鎌大校章 
 (帽章バッチ) 

鎌大教授陣(創立１周年記念祭 光明寺池端で) 

桜咲く(開校当時の開山堂全景) 
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「 

授
業
開
始
の
五
月
一
四
日
（火
曜
）の
朝
、
…
…
そ
そ
り
た
つ
壮
大
な
二
層
の
山
門
を
く
ぐ
る
と
、
い
ち
め
ん
の
新
緑
で

あ
っ
た
。
開
山
堂
や
庫
裏
の
あ
た
り
も
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
緑
で
あ
っ
た
。
折
り
し
も
雲
間
か
ら
陽
が
さ
し
こ
ん
で
、
樹
々
の
緑

の
一
つ
一
つ
が
き
ら
き
ら
と
眩
し
い
光
を
は
な
っ
て
輝
い
て
い
た
。
そ
れ
は
見
上
げ
る
よ
う
な
山
門
だ
っ
た
。 

私
は
思
わ
ず
立

ち
ど
ま
っ
て
見
つ
め
た
―
― 

こ
れ
は
私
に
と
っ
て
は
じ
め
て
見
る
青
春
と
い
う
も
の
の
光
景
で
あ
っ
た
。
戦
争
と
い
う
暗
い
修

羅
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
は
じ
め
て
得
た
か
け
が
え
の
な
い
眺
め
な
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
私
自
身
の
た
め
の
新
し

い
頁
を
開
く
の
だ
と
思
っ
た
。
」 

広
澤
榮
『 

わ
が
青
春
の
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
』  (
岩
波
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）１
９
９
６
年 

一
．
プ
ロ
ロ
ー
グ 

 

◆ 
ス
タ
ー
ト
は
材
木
座
光
明
寺 

昭和 23 年 3 月 さらば光明寺(全校生) 

三枝校長は、白木の板にプラトンの言葉「幾何学をまなばざる者はこの門

を入るべからず」と彫り、本堂と開山堂の渡り廊下の鴨居に掛けた。ギリシ

ャ語で彫られたこの箴言は、長い戦争をくぐる抜けた若者と知識人たち

が、今こそ科学的に考え振る舞おうと集い来たった意気込みそのものの

ようである。廃校後放置されていたこの額は、アカデミアを人生の糧とし熱

愛した一卒業生の所望に応え、三枝氏自らH,Saigusa のサインを彫り、手

渡された。現在（2020 年）は鎌倉市中央図書館へ寄贈していただき、保

管している。 
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「 

毎
週
金
曜
日
の
午
後
に
な
る
と
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
、
そ
れ
に
昔
十
銭
で
売
っ
て
た
経
木
の
海
水
帽
を
か

ぶ
り
、
自
転
車
に
乗
っ
か
っ
て
材
木
座
海
岸
の
光
明
寺
へ飛
ん
で
い
く
。
こ
の
寺
は
鎌
倉
時
代
か
ら
の
浄
土
宗
関
東
総
本
山

で
、
三
門
、
本
堂
庫
裡
、
鐘
楼
等
い
か
に
も
由
緒
あ
り
げ
に
大
大
と
し
て
ゐ
る
し
、
広
や
か
な
林
泉
の
た
た
ず
ま
ひ
も
、
浜

風
に
奏
で
る
老
松
の
群
立
ち
も
、
い
か
に
も
名
刹
た
る
に
ふ
さ
は
し
い
。
わ
た
し
は
そ
の
庫
裡
を
三
つ
割
に
し
た
教
室
の
一

つ
へ
駆
け
こ
ん
で
、
流
れ
る
汗
を
拭
ふ
や
い
な
や
岩
波
文
庫
の
万
葉
集
を
開
い
て
講
義
に
と
り
か
か
る
。
―
―
こ
の
春
四

月
、
鎌
倉
大
学
と
い
ふ
自
由
闊
達
な
学
園
が
こ
こ
光
明
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
創
立
さ
れ
、
私
は
歌
の
一
道
を
も
っ
て
教
員

に
任
じ
た
が
、
い
ま
は
夏
期
休
暇
中
の
特
別
研
究
会
で
―
―
自
分
の
前
に
は
、
古
畳
の
上
へ据
ゑ
た
ベ
ン
チ
様
の
机
を
た
よ

り
に
三
十
人
ば
か
り
の
男
女
学
生
と
、
こ
れ
に
友
人
の
細
君
達
や
何
か
が
数
人
加
は
っ
て
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
。
…
…
そ

し
て
お
よ
そ
四
時
間
ぶ
っ
通
し
で
説
き
去
り
説
き
来
た
っ
て
倦
ま
な
い
。
裏
山
か
ら
夕
ひ
ぐ
ら
し
の
声
が
起
っ
て
、
や
っ
と
わ

れ
に
か
へる
。
…
」  

 
 

 

歌
人 

吉
野
秀
雄
「 

万
葉
集
裸
講
義
」（「 

夕
刊
ニ
ヒ
ガ
タ
」昭
和
二
十
一
年
八
月
三
十
日
） 

 

海辺を歩く吉野秀雄教室の一行 左より増見利清、玉置久子、

秋山真太郎、江田法雄、吉野先生、山本忠彦。全員演劇科。 

 

第５回鎌倉ペンクラブ夏期大学 

昭和１２年に鎌倉ぺンクラブが

始めた夏期大学は昭和１６年８

月第５回を迎えた。 

写真は御成小学校の前で講師

と参加者が記念撮影。戦後い

ち早く復活し「鎌倉夏季大学」

へ引き継がれた。 

（写真提供 山口美代子氏） 

 

昭和２２年 鎌倉夏季大学  時間割  

御成小学校で鎌倉ペンクラブ、鎌倉大

学校、鎌倉市役所の共催 

 

◆ 
吉
野
秀
雄
の
“万
葉
集
裸
講
義
” 
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「 

…
南
に
面
し
た
山
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
た
其
処
は
、
全
体
が
日
だ
ま
り
の
感
じ
で
、
冬
で
も
温
室
に
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。 

…
環
境
は
申
し
分
な
い
も
の
だ
っ
た
。 

前
は
松
林
で
、
林
の
中
に
し
ゃ
れ
た
別
荘
の
屋
根
が
ち
ら
ほ
ら
見
え
か
く
れ
し
て
い

る
。
お
だ
や
か
な
波
の
音
が
微
か
な
が
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
…
日
に
よ
る
と
、
つ
い
そ
こ
が
浜
の
よ
う
な
近
さ
で
響
い
て
く
る
の

だ
が
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
素
晴
ら
し
く
、
雄
大
な
波
音
は
学
生
た
ち
の
心
を
洗
う
の
で
あ
る
。
…
」  

高
見
順
『 

小
説
神
聖
受
胎
』（神
奈
川
新
聞 

昭
和
２
２
年
６
月
２
５
日
よ
り
） 

昭和２５年、由比ヶ浜の松林から見た滑川河

口と材木座海岸（撮影 皆吉邦雄氏） 

材木座の浜から光明寺山門・

本堂の甍と光明寺裏山に建っ

ている第一中学の新しい校舎

が望める。戦後の新制中学も

不自由な数年を経てやっと校

舎を整えた。昭和３６年。 

（撮影 安田三郎氏） 

◆ 
高
見
順
の
小
説
モ
デ
ル
に 

 

松の林に囲まれ、静かな路地を歩く。光明
寺裏材木座４丁目あたり。昭和２０年頃。 高見順「神聖受胎」（３） （「神奈川新聞」昭和２２年７月２５日 三田康 画） 

高見順著『神聖受胎』（限定版） 
装丁 花森安治  
１９４８年３月２０日永晃社 
Ｂ６判 ３３０ｐ \２５０  

山門の下を歩く学生

達 
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鎌倉大学入学案内 昭和２１年３

 

光明寺を仮校舎に。 「家屋賃貸借契約証」（光明寺所蔵）より 

 初年度（１９４６年）は光明寺住職竹石耕善氏と鎌倉大学学長飯塚友一

郎氏の間で契約が交わされ、賃料は年間７８００円となっていた。次年度

は鎌倉大学校専務理事山口正雄氏と交わされ、賃料は２万円。学生が

増え、開山堂のほかに本堂も借用したことと、インフレの影響によると思わ

れる。 *上図は昭和２２年４月１日付「契約書」に綴込み。 

 

 

 

戦
前
か
ら
鎌
倉
の
歴
史
的
文
化
財
保
存
に
注
目
し
活
動
し
て
い
た
「 

鎌
倉
文
化
協
会
」が
戦
後
い
ち
早
く
「 

鎌
倉
文

化
会
」と
名
を
改
め
活
動
を
開
始
し
た
。
学
者
、
演
劇
人
、
宗
教
者
、
一
般
市
民
等
か
ら
成
る
こ
の
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、

市
内
に
進
駐
軍
の
慰
安
施
設
を
作
る
と
い
う
動
き
に
反
発
し
、
鎌
倉
を
文
化
と
学
問
の
町
に
す
る
た
め
に
大
学
を
創

立
す
る
と
い
う
夢
を
描
い
た
。 

 

そ
の
設
立
の
趣
旨
に
は
「 

…
教
育
都
市
鎌
倉
に
天
下
の
学
徒
を
糾
合
し
て
、
真
に
世
界
文
化
に
貢
献
す
べ
き
科
学
と

技
術
と
の
総
合
学
園
建
設
事
業
の
第
一
歩
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
学
園
建
設
は
鎌
倉
山
夕
日
丘
を
中
心
と
す
る
数
万

坪
の
林
間
に
、
独
自
の
教
育
体
系
に
よ
り
初
等
科
よ
り
大
学
に
一
貫
し
、
各
種
の
専
門
を
網
羅
す
る
総
合
的
学
園
を

建
設
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
当
面
の
教
育
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
取
り
あ
え
ず
仮
校
舎
を
以
て
、
産
業
科
、
文
学

科
、
演
劇
科
の
三
学
科
の
各
専
門
部
並
び
に
本
科
（大
学
予
科
）を
開
設
す
る
」
と
い
う
壮
大
な
計
画
が
述
べ
ら
れ
て
い

た
。 

 二
．
創
立
の
頃 

 

「鎌倉大学創立―男女共学で行く」  

昭和２１年３月１７日神奈川新聞記事 

神奈川県公報 1908 号 県知
事内山岩太郎より私立鎌倉大
学校の設置が認可された。 

認可は昭和２１年３月３１日付。 

朝日新聞広告昭和２１年４月６日付  
鎌倉大学開校の知らせは、新聞の広
告欄、電車の吊り広告、電柱に貼っ
たビラ、「蛍雪時代」などの雑誌情
報、先生や先輩からの口コミなどによ
って届いた。 
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鎌倉大学校入学願書 昭和２２年 

鎌倉大学入学案内 昭和２２年

鎌倉大学入学案内 昭和２１年３月 

 

「財団法人鎌倉学園寄付行為」 全文は８章２７条
よりなる。財団設立と学園建設の構想が述べられて
いる。学園建設予定地は鎌倉市腰越津、旧猫池近
辺から広町にかけての山林畑地であった。 
理事７名。昭和２１年 

（
中
略
） 

鎌倉アカデミアにおける最初の印刷物である。《取りあへず

仮校舎を以て》開校し、将来は《鎌倉夕日ヶ丘中を中心とす

る数萬坪の林間に》総合的学園を建設する計画としるされ

ている。私はこの『入学案内』を光明寺までもらいに行ったと

記憶している。（演劇科 廣澤榮記） 
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木
村
彦
三
郎
日
記
（抜
粋
）

 
昭
和
二
〇
年 

 

九
月
二
八
日 
極
楽
寺
伊
藤
政
行
氏
（
＊
）
に
会
っ
て
、
文
化
協
会
設
立
の
こ
と
で
三
十
分
位
話
し
て
か
ら
辞
し
て
、
稲
村
ヶ
崎
か
ら
電
車
で

飯
塚
氏
（＊
）を
訪
問
し
て
、
協
会
設
立
準
備
に
付
二
時
間
ほ
ど
話
し
て
辞
去
し
た
。
午
後
か
ら
自
転
車
で
久
枝
氏
（＊
）
を
訪
問
し
て
か
ら
宮

本
氏
も
訪
ね
た
。 

 

一
〇
月
九
日 

（略
）宮
崎
氏
（＊
）、
鎌
倉
の
歓
楽
街
実
現
運
動
に
関
し
て
「 

米
軍
上
級
将
校
よ
り
反
対
の
意
思
表
示
あ
り
、
市
民
の
輿
論

に
お
い
て
実
現
運
動
の
抜
本
塞
源
を
図
り
た
い
」と
の
申
し
出
あ
り
。
文
化
団
体
と
し
て
の
運
動
も
可
能
な
ら
ん
と
約
す
。 

 

一
〇
月
一
四
日 

午
前
中
貝
山
氏
（
＊
）
を
訪
問
、
久
枝
氏
に
電
話
す
る
。
高
橋
氏
と
一
緒
に
自
転
車
で
腰
越
の
榎
本
君
（
＊
）
を
訪
問
す

る
。
文
化
会
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
っ
て
か
ら
夕
方
帰
宅
。 

 

十
一
月
五
日 

（略
）午
後
か
ら
開
催
さ
れ
た
文
化
会
の
幹
事
会
は
出
席
者
十
名
。
席
上
文
化
の
語
句
解
釈
か
ら
活
発
な
議
論
が
行
な
わ
れ

…
…
ま
だ
実
際
運
動
に
飛
び
出
す
案
は
具
体
的
に
決
定
し
な
い
が
、
兎
に
角
形
式
と
し
て
は
文
化
会
は
立
派
な
歩
み
を
始
め
た
こ
と
に
な
る
。 

 

十
一
月
八
日 

（略
）先
ず
啓
蒙
運
動
か
ら
着
手
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
私
は
意
見
を
出
し
た
。 

 

十
一
月
十
三
日 

（略
）横
浜
に
行
っ
た
私
は
、
敗
戦
日
本
の
姿
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
失
望
し
て
匆
々
に
し
て
帰
っ
た
。
私
は
あ
の
横
浜
を
日
本

の
敗
戦
の
姿
と
し
て
見
た
く
な
か
っ
た
。 

 

十
二
月
十
八
日 

終
戦
四
ヶ
月
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
に
対
し
て
の
や
り
方
が
如
何
な
も
の
か
は
識
者
は
心
痛
し
て
居
よ
う
。
日
本
と
い
う
国
柄

の
何
た
る
か
を
忘
れ
た
日
本
人
の
日
増
し
に
著
し
く
な
る
と
い
う
現
実
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
今
打
つ
手
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
我
々
は
伝
統

文
化
を
墨
守
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
そ
れ
ほ
ど
崇
高
な
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。 

昭
和
二
一
年 

 

一
月
二
三
日 

（
略
）
本
月
二
十
日
か
ら
開
設
し
た
由
比
ヶ
浜
文
庫
に
赴
く
。
五
時
閉
業
の
予
定
が
、
店
内
に
客
が
雑
踏
し
て
三
十
分
も
遅

れ
て
閉
店
し
た
。
… 

 

三
月
二
二
日 

教
育
革
命
を
行
お
う
と
い
う
同
志
の
計
画
で
、
総
合
大
学
創
設
が
漸
く
具
体
化
す
る
に
従
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
故
が
起
っ
て

そ
の
こ
と
だ
け
に
ほ
と
ん
ど
日
を
暮
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
二
月
か
ら
三
月
に
な
っ
て
も
私
の
日
々
は
こ
の
学
校
の
雑
用
に
追
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
。
私
と
し
て
は
生
ま
れ
て
始
め
て
の
事
業
だ
け
に
一
層
そ
の
苦
悩
が
強
い
。
そ
れ
は
同
志
が
一
様
に
等
し
く
感
じ
て
い
る
こ
と
に
違
い
な
い
。
文

部
省
、
県
庁
の
折
衝
か
ら
、
人
事
に
関
し
て
の
情
弊
等
洵
に
私
に
は
苦
手
の
み
で
あ
る
。 

 

今
日
正
式
に
鎌
倉
大
学
設
立
申
請
書
を
神
奈
川
県
教
育
家
の
西
村
鏡
属
官
の
手
元
に
提
出
し
た
。
こ
れ
で
始
め
て
我
々
は
公
式
の
諒
解
を

得
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

四
月
一
八
日 

鎌
倉
大
学
の
第
一
回
入
学
試
験
は
昨
日
行
わ
れ
た
。
生
憎
と
雨
の
日
で
、
懸
念
さ
れ
た
が
、
欠
席
者
は
約
一
割
く
ら
い
で
何

の
事
故
も
な
く
終
了
し
た
こ
と
は
成
功
だ
っ
た
。
受
験
数
は
総
員
三
百
六
十
三
人
で
あ
っ
た
。 

 

試
験
立
会
人
は 

 
 

演
劇
科 

 

長
田
秀
雄
、
久
板
栄
二
郎
、
宇
野
重
吉 

 
 

産
業
科 

 

茂
木
威
一
、
坂
入
長
太
郎
、
久
保
舜
一 

 
 

文
学
科 

 

辛
島
驍
、
上
田
寿
、
波
多
野
述
麻
呂 

 
 

飯
塚
学
長
、
久
枝
理
事
長
、
山
根
主
事
、
西
村
主
事 

 
 

木
村
、
伊
藤
、
榎
本
各
理
事
、
貝
山
監
事 

 

七
月
一
九
日 

昨
日
私
は
久
枝
氏
の
来
訪
を
機
に
大
学
の
総
務
部
長
と
学
園
の
理
事
の
辞
表
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
、
学
校
が
今
月
初
か
ら

紛
糾
し
て
居
る
こ
と
に
対
し
て
の
自
分
の
責
任
か
ら
ば
か
り
で
は
な
い
。 

昭
和
二
二
年 

 

四
月
一
〇
日 

午
後
榎
本
君
が
来
る
。
今
日
か
ら
市
会
候
補
者
の
届
出
が
始
ま
っ
た
ら
し
い
。
榎
本
君
も
立
候
補
し
た
。 

 
 

＊
伊
藤
政
行
氏 

極
楽
寺
町
内
会
長
。
地
方
の
大
地
主
の
出
身
で
文
化
的
素
養
の
深
い
人
物
で
あ
っ
た
。 

 
 

＊
飯
塚
友
一
郎 

演
劇
研
究
家
、
腰
越
在
住
、
腰
越
町
会
議
員 

 
 

＊
榎
本
義
信 

津
村
在
住
の
地
主
、
の
ち
に
鎌
倉
市
議
会
議
長
、
神
奈
川
県
会
議
員
。 

 
 

＊
久
枝
武
之
助 

広
島
の
大
地
主
。
鎌
倉
の
自
宅
に
鎌
倉
大
学
学
生
を
下
宿
さ
せ
た
。
文
化
・教
育
活
動 

 
 

 
 

に
関
心
を
持
つ
人
格
者
と
し
て
信
頼
を
得
て
い
た
。 

 
 

＊
宮
崎
繁
一 

大
町
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
教
会
牧
師
、
通
訳
。 

 
 

＊
貝
山
宣
泰 

鎌
倉
本
覚
寺
住
職
の
ち
に
鎌
倉
市
議
会
議
長 
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入学試験問題 昭和 22 年度  

英語、数学、国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学試験問題 昭和 22 年度  
英語、数学、国語 
 

鎌大バッジ（Kama U）  
産業科バッジ（KUC） 
学生服ボタン（大３個 小３個） 

 

合格通知 学生「身分証明書」 
広澤榮（演劇科１期生）スケッチ
による開山堂教室の図 
二年目は一期生が本堂の一部
を使用した。 
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「 
奇
妙
な
入
学
試
験
」  

 

相
馬
繁
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（文
学
科
１
期
） 

 
 

 

大
広
間
の
畳
に
正
座
し
、
細
長
い
机
に
向
か
っ
て
私
は
真
剣
に
答
案
を
書
い
て
い
た
。
両
隣
を
見
ま
い
と
し

て
、
じ
っ
と
し
て
い
る
か
ら
首
す
じ
が
凝
っ
て
く
る
。
試
験
場
は
肩
が
触
れ
合
う
ほ
ど
混
ん
で
い
る
し
、
立
会
い
の

先
生
に
は
監
督
な
ど
と
い
う
了
見
が
ま
る
で
無
い
の
だ
か
ら
始
末
に
お
え
な
い
。 

 

国
語
と
作
文
。
『 

光
明
寺
の
印
象
』な
ん
て
課
題
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
あ
、
日
本
語
だ
か
ら
何
と
か
な

る
。
英
語
も
ま
ず
ま
ず
だ
、
半
年
前
ま
で
の
敵
国
語
だ
か
ら
、
ど
う
せ
だ
れ
も
で
き
っ
こ
な
い
。
問
題
は
数
学

だ
。
文
学
科
を
受
け
て
い
る
の
に
数
学
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
動
員
先
の
工
場
で
独
学
し
た
き
り
通
学
し
て
い
な
い

私
に
は
不
安
だ
っ
た
。
し
か
し
、
意
外
に
や
さ
し
い
子
供
だ
ま
し
で
面
く
ら
っ
て
し
ま
う
。
私
は
ス
ラ
ス
ラ
と
解
き

進
ん
で
最
後
の
応
用
問
題
に
と
り
か
か
る
。
『 

隣
組
に
は
世
帯
数
が
○
○
戸
あ
る
。
そ
こ
に
鰯
の
配
給
が
○
○

匹
あ
っ
た
。
一
戸
あ
た
り
何
尾
に
な
る
か
。
』 

ど
う
考
え
た
と
こ
ろ
で
単
な
る
割
り
算
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
た
だ
し
私
の
計
算
で
は
端
数
が
出
る
。

割
り
切
れ
な
い
鰯
（い
わ
し
）の
何
匹
か
を
分
数
で
記
す
の
か
、
そ
れ
と
も
隣
組
長
と
配
給
当
番
と
で
密
（ひ
そ
）

か
に
分
け
て
し
ま
う
の
か
。
私
は
、
と
つ
お
い
つ
思
案
に
く
れ
る
。 

 

そ
れ
は
奇
妙
な
入
学
試
験
だ
っ
た
。 

 

そ
の
日
か
ら
二
十
五
年
後
の
初
の
同
窓
会
で
、
友
人
に
た
ず
ね
て
み
た
が
だ
れ
一
人
と
し
て
問
題
を
覚
え
て

い
る
者
は
い
な
か
っ
た
。(

作
家) 

  
 

 
 

 
 

 
｢

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア｣

と
私
（読
売
新
聞
連
載
）よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和
50
年
６
月
１
日 

 

日
記
（抜
粋
）  

 
 

津
上 

忠 

（演
劇
科
１
期
） 

一
九
四
六
年 

  

４
月
２
４
日 

晴 
 

全
く
風
の
強
い
日
。
受
か
っ
た
か
し
ら
、
落
ち
た
か
し
ら
と
思
い
つ
つ
、
発
表
を
見
に
行
っ
た
。｢

受
か
っ
て
い
ま

す
よ｣｢

優
秀
な
成
績
で
す｣｢

演
劇
な
ど
こ
れ
か
ら
い
い
で
す
ね｣

、
こ
ん
な
こ
と
を
耳
に
し
な
が
ら
、
つ
い
に
受
か

っ
た
。
何
度
目
の
成
功
だ
ろ
う
。
入
試
が
出
来
た
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
春
の
強
風
に
海
岸
の
江
ノ

島
の
高
い
波
は
ゆ
ら
い
で
い
る
。
相
模
湾
を
前
に
し
て
全
く
言
う
こ
と
も
な
い
。
嬉
し
い
、
ほ
ん
と
だ
。｢

兄
ち
ゃ

ん
、
遂
に
受
か
っ
た
よ｣

、
ど
ん
な
に
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
。
演
劇
に
対
す
る
種
々
な
野
望
と
抱
負
が
果
て
し

な
く
拡
げ
ら
れ
て
行
く
。
し
か
し
、
演
劇
と
い
う
道
が
、
は
っ
き
り
い
っ
て
し
ま
う
と
何
か
寂
し
い
気
も
す
る
。 
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４
月
３
０
日 

晴 
 

朝
、
郵
便
局
で
貯
金
を
出
し
、
入
学
手
続
き
に
行
く
。
未
だ
映
画
に
未
練
が
あ
る
。
演
劇
も
難
し
く
、
た
し
か
に
や

り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
だ
。
東
京
の
学
校
の
方
が
何
か
に
つ
け
て
い
い
の
だ
が
、
演
劇
は
第
１
に
場
を
踏
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

し
、
音
楽
を
聴
き
、
映
画
を
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
経
済
的
に
も
等
々
、
い
ろ
い
ろ
考
え
る
と
憂
鬱
だ
。
伝
統
の
な
い
学

校
、
こ
ん
な
の
が
か
え
っ
て
い
い
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
し
て
教
授
連
も
い
い
し
、
大
い
に
勉
強
し
よ
う
。
困
難
な
道
ほ
ど
や
る
べ

し
。
開
拓
し
た
と
き
の
心
地
よ
さ
。
ま
た
女
に
対
す
る
淡
い
ロ
マ
ン
ス
を
夢
見
な
が
ら
？ 

 
 ５

月
６
日 

曇
り 

今
日
は
開
校
式
。
な
か
な
か
華
や
か
な
連
中
が
い
る
。
何
と
な
く
く
す
ぐ
っ
た
い
よ
う
な
微
笑
を
禁
じ
得
な
い
。
形

式
の
な
い
学
長
の
挨
拶
が
面
白
い
。
学
則
も
生
徒
の
論
議
に
待
つ
と
か
、
大
学
令
に
よ
ら
な
い
大
学
、
我
々
が
民
主
日

本
の
芸
術
魂
を
築
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
い
な
る
野
望
と
抱
負
。
芸
術
は
自
由
を
欲
し
、
芸
術
は
自
由
よ
り
生
ま
れ

る
。
私
は
ア
ー
チ
ス
ト
に
な
る
ん
だ
。 

 

５
月
２
３
日 

曇
り
後
雨 

 

学
校
の
授
業
が
始
ま
っ
て
も
う
１
０
日
も
経
つ
。
そ
し
て
夏
休
み
の
話
し
も
出
て
い
る
。
早
い
も
の
と
思
う
。
女
に
ひ
か

れ
な
が
ら
何
か
照
れ
く
さ
い
よ
う
な
自
分
を
見
出
す
。
日
本
舞
踊
に
対
す
る
私
の
見
解
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
。
邦

正
美
先
生
の
意
見
は
、
全
く
拝
聴
す
べ
き
積
極
性
を
も
っ
て
い
る
。
芸
術
に
は
国
境
は
な
い
。
た
し
か
に
そ
う
か
も
知
れ

な
い
。
体
力
的
な
も
の
は
努
め
て
避
け
た
い
。
健
康
は
人
間
最
大
の
必
要
事
項
で
あ
る
。
毎
日
が
追
わ
れ
る
生
活
だ
。 

 

６
月
２
５
日 

今
日
と
い
う
日
は
、
全
く
忘
れ
難
い
日
だ
ろ
う
。
思
え
ば
挫
折
し
そ
う
な
私
の
心
を
、
廣
澤
榮
が
引
っ
張
っ
て
く
れ

た
。｢

父
帰
る｣

を
初
め
て
も
の
に
し
た
。
も
っ
と
も
未
完
成
の
も
の
だ
が
、
こ
れ
以
上
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
終
了

後
も
実
に
Ｃ
班
と
他
の
連
中
と
の
問
題
が
解
決
し
た
？
よ
う
だ
。
し
か
し
、
私
は
悲
し
い
と
思
っ
た
。
私
と
い
う
人
間

は
、
皆
が
感
激
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
冷
静
に
な
り
、
皆
の
空
気
に
浸
れ
る
純
な
気
持
ち
を
も
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
い
つ
の

間
に
こ
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
生
は
様
々
で
あ
る
。 

 

山門の下を行く女子学生 

光明寺境内庭園にて 前列左 
吉野秀雄先生、右 辛島驍先生 
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「声明書」久枝武之助 「鎌倉
大学」開校の直後から、学校
運営は混乱し、理事団は解散
に至った。昭和２２年１月２５日
付で理事長久枝武之助氏か
ら苦痛に満ちた、しかし真摯
な内容の声明文が出された。 

三枝博音校長認可 
  申請昭和２１年８月３１日 
  認可昭和２２年３月３１日 

学長の交代 創立早々の夏季休暇中に
起った動揺。学長排斥運動の存在を伝え
る。（昭和２１年８月４日読売新聞） 

「辞表」 鎌倉学園代表理事長
久枝武之助 鎌倉大学校長三
枝博音宛 （昭和２２年１月３１
日） 

学園の運営をめぐり紛糾が起きる 
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鎌
倉
大
学
校
、
通
称
鎌
倉
大
学
（カ
マ
ダ
イ
）と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
学
園
は
、
戦
後
の
新
生
日
本
を
担
う
若
者
を
育
て
、
鎌

倉
を
文
化
と
学
問
の
町
と
し
て
建
設
し
よ
う
と
い
う
高
邁
な
精
神
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
地
元
の
創
立
者
が
当
初

描
い
た
鎌
倉
山
に
点
在
す
る
校
舎
も
経
済
的
基
礎
で
あ
る
財
団
も
打
ち
立
て
ら
れ
ず
、
「 

海
軍
燃
料
廠
跡
」の
建
物
を
国
か
ら
借

用
す
る
過
程
で
つ
い
に
「 

大
学
」の
名
称
も
返
上
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
自
ら
選
ん
だ
名
称
が
「 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
」で
あ
る
。

三
枝
校
長
の
理
想
と
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
カ
デ
メ
イ
ア
の
広
場
に
ち
な
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
時
と
し
て
は
モ
ダ
ン
な
名
称

で
あ
る
が
、
戦
後
秩
序
の
中
で
で
き
つ
つ
あ
っ
た
「 
新
制
大
学
」に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
形
で
あ
っ
た
。
し
か
し
教
授
と
学
生
が
と
も
に
苦

し
い
学
校
経
営
に
た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
時
間
を
惜
し
ん
で
熱
い
学
び
の
場
を
作
り
出
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
卒
業
生
や
教
授
た
ち

の
回
想
に
よ
っ
て
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。 

 

開山堂にて大船移転について説
明する三枝校長。 
右端に田代教授。 

学校の名称変更について  
1947年 12月 5日神奈川県教育部より
指令。三枝校長「教授会議控」による
と、教授会で「鎌倉アカデミア」と名称
決定したのは翌年1948年1月 15日と
なっている。 

名称認可  
昭和 23年 1 月 20 日に申請のあ
った大学校名称変更の件は昭和
23年 1月 31日に認可された。 

 

三
．
「 
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
」と
な
る 
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読売新聞広告 
昭和 23年 3月 18 日 

「
横
浜
市
戸
塚
区
小
菅
ヶ
谷
町
二
一
二
九 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
校
長 

三
枝
博
音
」
印 

昭和２３年度「鎌倉アカデミア（旧称鎌倉大学校）入学案内」（大塚達也氏提供） 
「自分の性格を信じるものはアカデミアに来い。その性格を教授と学生とが相挙って相互に鍛え、各自の性格を創
造するところがわが学園である。」と高らかに呼びかけ、映画科を新設してスタートした。 
 

神奈川新聞広告 
昭和 24年 2月 25 日 

「鎌倉アカデミア之印」 
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「土地建物使用許可申請」書類 １９４８年４月５日付軍政司令部宛 
「社寺法」の新設や学生数の増加などにより寺を出て、新しい施設を求める必要性があることを述べている。 
新しい理事団を結成しつつあり、父母会の代表山口正雄氏（理事）が申請者として署名している。 
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鎌倉アカデミア大船校舎入り口付近。 
もとは海軍燃料廠の建物であったので戦時中、爆撃を恐れて二階部分は剥ぎ取られていた。 
いくつかの防壁が中空に角のようにそそり立ち、雨は滝のように漏り、窓ガラスは半分もない。 
この荒れ果てた校庭に桜の木を植え、「シェークスピア」の戯曲に出て来る草花を植えようと 
学園の夢を描いたが、たくましい雑草はまたたく間に花壇を食い荒らした。「Humble Origin 」 
の言葉を心にいだいて、がんばったころである。 

卒
業
生
の
言
葉
か
ら 

「 

電
気
も
な
い
廃
墟
の
中
で
の
教
師
と
生
徒
の
語
ら
い
は
、
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
に
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
年
齢
差

の
ち
ぐ
は
ぐ
な
学
生
は
、
卒
業
し
た
は
ず
の
１
期
生
か
ら
４
期
生
の
私
達
に
至
る
ま
で
先
輩
後
輩
の
区
別
な
く
、
み
ん
な
自

由
に
発
言
し
あ
え
た
こ
と
は
、
と
う
て
い
い
ま
の
大
学
で
は
見
ら
れ
な
い
不
思
議
な
授
業
風
景
で
あ
っ
た
。
」 

「 

先
生
は
と
に
か
く
私
達
を
広
い
場
所
に
出
し
て
く
れ
た
」 

（１
９
９
１
年
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
） 
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「運動場使用許可」 昭和 23 年 6 月 19日 

神奈川軍政司令部 教育担当官ロバート・マクマナス署名 

「立入許可指令」 昭和 22 年 10 月 25 日 
東京神奈川軍政司令部発行  
鎌倉大学校長三枝博音に対して軍政司令部より建物 
下見立入許可が出されている。 
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第一海軍燃料廠第三試験所 図面上部を流れるのは「鼬川」。 
建物の右半分を鎌倉アカデミアが、左半分を横浜工専が使用 
することになった。入口は中央正面ではなく、建物の袖の部 
分に看板を掛けて入口とした。（使用許可申請書添付資料） 

MAP OF APPLICATION BUILDING  
大船駅から「海軍燃料廠」まで鉄道引込線が延びていた。 
コの字型の建物の斜線部分 

昭和２３年度入学式  

大船校舎屋上において。学生の服装は詰襟が

多く、一期生の雰囲気とはかなり違っている。 

教授は前列中央に三枝博音校長、左へ遠藤慎

吾教授、三上次男教授。右へ山口正雄理事、 

服部之總教授、一人置いて田代三千稔教授、

春木猛教授の各氏。 

吉野秀雄先生と学生たち 
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四
．
大
学
の
運
営
記
録 

「鎌倉大学校ニ関スル覚書」 旧理事団解散のあと学校立て直しについて 
 三枝博音氏作成ノート。１９４６年９月１３日～１９４７年７月７日 
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校長三枝博音メモ「教授会議報告協議控  校長室」（1947．11．17～1948．4．19）校舎移転、新財団設立、校名の変更、新学科編成など
山のような課題を抱えながら、前向きに立ち向かっていた様子がわかる。３月１５日には大船移転を前に教授会に学生委員が参加してとも
に議論している。新しい学部構想によると、鎌倉大学校は文学部（哲学科・文学科・史学科）、芸術部（演劇科・映画科）、社会部（社会科・
ジャーナリズム科）の三学部が考えられていた。（1947 年 12 月 1 日記） また産業科の充実や図書の充実が常に議題にのぼっていた。 
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「授業料受入簿」 

「卒業名簿」 昭和 24年度卒業生 
 文学科〈本科〉20 名〈専科〉6名、経営科〈本科〉9 名〈専科〉7名、 
 演劇科〈本科〉5 名〈専科〉2名  合計 49 名 
 初めての卒業式を迎えた喜びはいかばかりだったか。 

 昭和２１年度  昭和２２年度  昭和２４年度  昭和２３年度  昭和２５年度  
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「鎌倉大学寄附帖」１９４７年４月  

校長三枝博音、教授代表服部之總、 

理事代表山口正雄を依頼者とする。 

財団設立のための寄附帖。 書簡（林達夫文学科長より岩波書店小林勇宛 1947 年 9 月 25 日―『林達夫著作集』別巻）  
「鎌倉大学という乗りかけた船があり、……この大学は僕も相当力を入れている仕事で 
 是非物にしたいと考へているのです。…」とある。 
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運営委員会議事録（昭和24 年 7 月 8日・11 月 30 日・12 月 20 日） 

学校がかかえた諸問題を教授と学生代表で議論していた。 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 



 

 

23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「鎌倉アカデミア夜間講座案内」  

鎌倉での学校存続をあきらめて東京移転を目ざすために、二松学

舎校舎を借用し夜間講座を開講した。昭和２４年１１月～昭和２５年

５月。 

 

負債明細書（昭和 24年度末現在）  

教授講師給与未払い56,400円を含め、総

額 1,114,478 円。 

青江舜二郎ノート｢東京日記｣ 

昭和２５年２月１５日～５月１２日。 

学校存続のために最終的に東京へ、そして映画界の重鎮へと

協力を求め奔走するが、道は困難を極めた。 

「葉書」林達夫から遠藤慎吾宛  

 アカデミア学生歌作曲矢代秋雄氏の 

 作曲料未払いに対し、自分の給料を 

 振り当てるようにとの文言がある。 
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「新制鎌倉大学設立寄付者芳名帳」 昭和２５年２月 大映永田社長から金２０万円の寄付があった。財団設立のために必死の努力をしたが、映画

界からの支援はこれ以上には進まなかった。青江舜二郎「東京日記」にも関係記述がある。 
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「廃校許可申請書」 
下書き三枝博音  
 廃校認可は昭和２５年９月２５日
付神奈川県指令学 305 号。 

昭和 25年度収支明細書 
（「校舎借用料の不完全支払につ
いてのお願い」添付資料の内） 

昭和 24年度収支明細書 
（「校舎借用料の不完全支払についてのお願い」添付資料の内） 

「鎌倉アカデミア廃校による校舎借用料の完全支払いの不可能につい
てのお願い」（三枝氏下書）  東京財務局宛（現財務省） 

廃
校
に
い
た
る 
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「御挨拶」昭和２５年９月１０日 閉校の挨拶を関係者に送った。「挨拶状」送り先は創立者関係久枝武之助他、理事者関係石橋湛
山他、寄付者関係飛島繁他、後援者関係朝比奈宗源他、鎌倉ペンクラブ、教職員関係片岡良一、林達夫、村山知義他、その他
大船駅長、戸塚警察署など多数に送っている。 

昭和２５年夏、廃校に向けて学生に届いた葉書 

①５月２日開校日を５月２９

日に繰り下げ 

②最終的段階に至り、学校の存否

について学生大会開催通知 

③閉鎖のやむなきに至り、転学繰上

げ卒業事務について 

④東洋大学他へ転入について 
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「鎌倉大学廃校始末記 
――風評、大学をつぶす」 
 三枝博音 昭和26年2月
「中央公論」に発表。 

「鎌倉アカデミア閉校―経営困難で月末に」 
 神奈川新聞 （昭和 25 年 9 月 14日） 

 

『余りにミゼラブルだ』  

 三枝学長国民の志を述懐 

 毎日新聞（昭和 25年 10 月 3 日） 
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「書簡」早瀬利雄より三枝・鳥井博郎両先生へ 
「学生が熱心なので来週も特別講義を…」昭和 22 年 2 月 6 日 

演劇科の時間表  昭和２１年5月入学の時、黒板に記された時間表と教
師の名前。生徒としてはもっと授業をやって欲しかったけれど、まいにち
13 時 50 分になると終了してしまう。そしてなぜか週休２日制で、水曜日は
休日であった。（演劇科１期広澤榮記） 

昭和 21年度「文学科講義題目」 

 

五
．
授
業
風
景 

坂部先生の英語の授業風景 開山堂をベニア板で仕切って授
業。机は払い下げの長椅子を転用。 
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片岡良一先生の日本文学授業風景「明治文学の人間像」  
「ホープ」（実業の日本社） 昭和２２年１０月号  
 「……昨年４月創立、間もなくストライキさわぎで引退した飯
塚氏の後をうけ、三枝博音氏が校長に就任。 
爾来学校経営は教授会を中心とし学生側代表の意見も加え
て運営され、入学試験の口頭試問にも学生が立ち会って採
点する等という徹底した民主化ぶりだ。その是非は別として、
こんな学校がこんな学校が一つでもあるということは楽しい。
……」「来年からは新制高校も置き、鎌大の方も大学昇格を
申請中ですが、校舎の方を至急何とかしなくては…」と服部
学監は語って設計図面を示した。記者は堂々たる近代建築
の鎌倉大学となる日を待望しつつも、天照山光明寺鎌倉大
学校に限りない愛着を覚えつつ帰途についた。」（記者レポ
ート） 

 

「開山堂教室の図」（演劇科１期生広澤榮画） 
１９４６年開校のころの光明寺 
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大船校舎へ通う道。 
左二人目より田代三千稔、三枝博音、坂部キヨ各教授。 

昭和２４年度映画科時間表（１１月２１日～１２月２３日）  
「アメリカ映画について」大映永田雅一社長 実現は？ 

三枝博音「哲学概論」試験問題 

 

問題一、認識と対象に関する図をえがき、その図を説明せよ 

 

問題二、ヨーロッパ人の古く「真理は時の娘である」と云わ

れているその意味を説明せよ 

 
問題三、( A )  Lucretius 

     ( B )  Berkely 
        ( C )  Pascal 

    ( D )  Fichte  
        について述べよ 

ある日の三枝教授「講義出席簿」より  

昭和２４年度時間割（案）遠藤慎吾教授用  

昭和 25年 1月 

三枝博音「哲学概論」試験問題より 

昭和 24年 6月 昭和 24年 5月 
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ある日の「講義出席簿」より 昭和２４年５月、６月、昭和２５年１月 

三枝博音著『哲学するための序説』 
（昭和 23 年 12 月） 
学生に講義したばかりの新鮮な内容
は次々と本となって発表された。本の
売上げは学校の設備充実のために当
てられることもしばしばだった。 

 

「BERGKRISTALL」 VON 
 Adalbert Stifter （「水晶」） 

服部之總「親鸞覚え書」 
(『国土』1948.5)  

 

「THE PRIVATE PAPER of HENRYRYECROFT 」  
１年生英語教科書 

「俳優芸術史」草稿 
 遠藤慎吾教授 

「MOSAIQUE」 
１年生フランス語教科書  
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演劇科講義受講ノート 
「久板栄二郎 戯曲作法」「長田秀雄 新劇運動史」「飯塚友一
郎 演劇概論」「千田是也 俳優基本術」「村山知義 演出論」
など  （演劇科 1期生広澤榮記） 

講義受講ノート（演劇科 1期生 荒井満枝記） 

演劇科青江舜二郎教授講義受講ノート（演劇科 3期生 齋藤英司記） 

学
生
た
ち
の
ノ
ー
ト 
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演劇科研究発表会 

演劇科第１回研究発表公演「春の目ざめ」チケット 
 

「森林」台本 

演劇科第１回研究発表公演「春の目ざめ」 
プログラム 
 

演劇科第２回研究発表公演「森林」 
プログラム 
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演劇科第３回研究公演発表「ON BORROWED TIME」（死神と林檎の木） 
プログラムとチケット 

「死神と林檎の樹」台本 
 「翻訳は北村喜八さんで、台本を貰ったときには『おまけ
人生』と題名が書いてありました。 
それを村山知義さんが、これじゃ分からないからと『死神と
林檎の樹』と題名変更したのです。 
北村さんは不満だったようですが、演出家に押し切られた
ようでした。今にして思えばどっちもどっちだと思いますが、
この頃は演出家の権力が絶大でした。 木口記」 

CIE（民間情報局）からの許可証 
（「死神と林檎の樹」上演について） 



 

 

35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料廠跡の教室前で演劇科全員集合。オストロフスキー原作｢森林｣の稽古中。1949年1月 

前列左から氏家正彦（Ⅱ）、川久保潔（Ⅱ）、加藤秀秋（Ⅰ）、浜野純二（Ⅰ）、 

２列目左から武藤哲人（Ⅰ）、加藤茂雄（Ⅰ）、渡辺信一（Ⅰ）、鈴木治夫（Ⅰ）、 

藤田貢（Ⅰ）、田中秀弥（Ⅲ）、千葉由幸（Ⅰ）、和田武（Ⅰ）、南川直（Ⅰ）、 

後列左から戸川正彦（Ⅰ）、若月高次（Ⅱ）、佐藤操（Ⅱ）、獅子倉功雄（Ⅰ）、 

岩崎智江（Ⅲ）、高松英郎（Ⅱ）、三沢幸子（Ⅰ）、池田豊（Ⅲ）、大和田孝（Ⅰ）、 

葛西久三（Ⅰ）、木口和夫（Ⅱ）、？、？、増見利清（Ⅰ）、樋口功（Ⅲ） 

 

1949・2・3 毎日ホールにおいて 

「森林」上演を前に。  

中央は演出家村山知義氏。 

1949・1 鎌倉アカデミア教室にてけいこ風景 1949・2・3 毎日ホールにおいて「森林」上演を前に。 

横向きベレー帽姿は舞台美術指導の吉田謙吉氏。 
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舞台模型 青江舜二郎作「河口」 
芸術小劇場公演（1939 年 2 月・築地小劇場） 
吉田謙吉らしくない写実的な装置。「社会主義
リアリズム」一辺倒の新劇状況の中での作品だ
が、彼は晩年、この芝居で調査旅行をした酒
田庄内地方のことをしきりに懐かしがってい
た。（浜野純二記） 

 

舞台模型 ゲーリング作「海戦」より 
築地小劇場第一回公演（1924年 6月・築地小
劇場） 閉塞された砲塔の中。水兵たちの恐
怖と興奮、そして死。真っ赤に染まるホリゾント
と破壊されるセット。吉田謙吉はこの芝居で、
築地小劇場とともに鮮烈にデビューした。（浜
野純二記） 

吉
田
謙
吉 

舞
台
模
型 



 

 

37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詩誌「詩季」 昭和５４年（1979）

の夏４,5人の有志で「いわき現代詩

人会議」が結成され、翌年 1月に詩

誌「詩季」が創刊された。文学科 2

期白井欽一はその中心メンバーと

して活躍してきた。高見順の未発表

作品も収録し、アカデミア出身の相

馬繁美、松崎忠、吉井道郎も詩作を

寄せている。高見順を通じて池田克

巳が主宰する「未来派」グループに

も通じていた。 

パンフレット「ニールスのふしぎな旅」

1993年 影絵劇団「かかし座」はアカ

デミア演劇科 1期生後藤泰隆が1952年

に創設した。その前身は鎌倉アカデミ

アで前田武彦らと始めたサークル「小

熊座」である。 
加藤道夫作「喜劇エピソード」鎌倉実験劇場   

昭和２４年９月、 演劇科卒業生を中心に「鎌倉

実験劇場」が旧市役所横にあった野外劇場「市民

座」で産声を上げた。しかしこの一回の公演で幕

を閉じ、鎌倉に根付くことはなかった。 

同人活動 卒業後 
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六
．
教
授
と
講
師
た
ち 

昭和２２年秋一周年記念祭に光明寺庭園にて 最前列に三枝

博音、２列目左から吉野秀雄、山口正雄理事、服部之總、３列

目左から吉田健一（木のかげに）、長田秀雄、田辺寿利、村山

知義、坂部キヨ（村山氏のうしろ）、菅井準一、４列目左から田代

三千稔、春木猛、片岡良一、後藤平（片岡氏のうしろでほとんど

見えない）、鳥井博郎、久保舜一、林達夫、山根清道、高見

順、黒田俊夫、遠藤公 

 



 

 

39 

 

 

 

 

 

 

 

 

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教職員適格調査表（控）」32 名分   

昭和 21 年 1 月に出された GHQ による

公職追放令は次第に対象が拡大され、

教職適格者審査が行われ、昭和 22 年

勅令第 1 号により違反者には罰則規定

が定められた。 

村山知義氏 

千田是也氏（「俳優座」創設者）提出の調査表 

吉田謙吉氏 神西清氏 

「教授名簿」 
 ４１名分の教授・講師の名簿 

教員名簿    ↓ 
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教授のプロフィール（創立６０周年記念展示会パネルより） 
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歌
人 

吉
野
秀
雄 

吉野秀雄（歌人 明治３５～昭和４２） 

 大正１４年から鎌倉に住み鎌倉ペンクラブに所

属。アカデミアでの教師や学生との交わりは山口

瞳「小説・吉野秀雄先生」にも描かれている。学生

たちと若宮大路を歩いていた姿を覚えている人も

今ではほとんどいなくなった。  
 

 
 

（省
略
） 

 

先
生
は
教
室
に
は
い
っ
て
き
て
、
何
も
言
わ
ず
に
、
い
き
な
り
、
黒
板

に
吉
野
秀
雄
と
書
い
た
。
大
き
な
字
だ
っ
た
。
白
墨
を
叩
き
つ
け
る
よ

う
な
、
勢
い
の
い
い
書
き
方
だ
っ
た
。  

「 

こ
れ
が
、
私
の
名
前
で
す
」  

 

し
ば
ら
く
の
間
、
自
分
の
字
を
見
て
い
て
、
こ
ち
ら
に
む
き
な
お
っ

て
、
そ
う
言
っ
た
。
自
分
の
字
の
一
字
一
字
を
た
し
か
め
て
い
る
よ
う

な
感
じ
だ
っ
た
。 

 

 

私
た
ち
は
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
た
。
先
生
の
声
は
、
ま
さ
に
庫
裏
の

障
子
の
震
え
る
よ
う
な
大
音
声
で
あ
っ
た
。
大
き
な
声
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
不
思
議
な
熱
っ
ぽ
さ
と
力
強
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
ふ
り
し

ぼ
る
よ
う
な
声
だ
っ
た
。
先
生
は
、
ま
ず
、
み
ん
な
の
前
に
、
俺
が
吉

野
秀
雄
だ
と
名
告
な

の
っ
た
の
だ
っ
た
。  

 

後
に
西
郷
信
綱
さ
ん
は
「 

吉
野
秀
雄
と
い
う
存
在
は
、
私
に
と
っ
て

神
気
を
お
び
た
一
つ
の
驚
異
で
あ
っ
た
」と
書
い
て
お
ら
れ
る
。 

そ
う

い
う
感
じ
が
、
た
だ
ち
に
、
私
を
撲
っ
た
。
腹
の
底
に
何
か
が
響
い
た
よ

う
だ
。
お
そ
ろ
し
か
っ
た
。
… 

       

（山
口 

瞳
『 

小
説
・吉
野
秀
雄
先
生
』文
藝
春
秋 

 

                                  

昭
和
４
４
年
５
月
） 

『創元』昭和 21 年 12 月小林秀雄編集 
（吉野秀雄「短歌百余章」を掲載） 

歌集『寒蝉集』吉野秀雄著 
 昭和 24年 6月 講談社 
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書
簡 

 
 

 
（省
略
） 

 

私
の
こ
と
で
仲
に
立
っ
て
お
骨
折
り
下
さ
れ
恐
縮
で
し
た
。 

 

学
校
の
事
情
も
飯
塚
氏
の
気
持
ち
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
の
で
そ
れ
に
応
じ
て
や
っ
て
い
く
よ
り
外
あ
り
ま

せ
ん 

そ
ち
ら
の
本
当
の
希
望
は
一
学
期
位
で
片
づ
く
や
う
に
と
い
ふ
の
で
せ
う
し
私
も
で
き
た
ら
さ
う
し
た

い
と
は
思
ひ
ま
す
が 
最
初
飯
塚
氏
が
実
作
の
外
に
鑑
賞
や
文
典
を
も
と
い
ふ
や
う
な
話
で
し
た
の
で 

金

塊
集
教
へ
よ
う
と
思
ひ
立
ち 

そ
れ
に
は
五
回
や
七
回
で
手
品
を
使
ふ
や
う
な
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で 

自
分
の
見
通
し
を
申
し
あ
げ
た
だ
け
の
こ
と
で
す 

や
れ
る
だ
け
の
こ
と
は
や
つ
て
一
学
期
で
打
切
る
な
り
秋

ま
で
つ
づ
け
る
な
り
そ
ち
ら
ま
か
せ
に
い
た
し
ま
す 

い
づ
れ
に
し
て
も
学
生
に
対
し
て
は
全
力
を
つ
く
し
ま

す
か
ら 

そ
の
点
は
ど
う
か
御
安
心
下
さ
い
ま
し 

…
… 

就
職
論
文
は
御
容
赦
願
ひ
た
う
存
じ
ま
す 
心
あ
る
人
間
の
で
き
る
こ
と
で
は
な
く 

要
求
す
べ
き
も
の
で
も
な
い
で

せ
う 

私
は
「 

正
式
の
就
職
」と
い
ふ
こ
と
は
素
々
思
っ
て
ゐ
ま
せ
ん
が 

た
だ
人
間
一
人
を
何
ヶ
月
間
か
責
任
も
た

せ
て
仕
事
さ
せ
よ
う
と
い
ふ
の
に
一
ヶ
月
二
百
円
や
二
百
五
十
円
で
は
あ
ま
り
ひ
ど
い
と
思
っ
た
の
で
す 

 

し
か
し
学
校
の
経
済
状
態
に
つ
い
て
御
説
明
も
あ
り
ま
し
た
し 

い
ま
は
よ
く
納
得
い
た
し
ま
し
た 

虚
心
坦
懐
に

ほ
ん
と
の
犠
牲
的
社
会
奉
仕
の
念
に
燃
え
た
ち 

三
人
で
も
五
人
で
も 

学
生
に
詩
精
神
を
鼓
吹
し 

創
作
の
よ
ろ

こ
び
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
め
あ
て
に
し
て 

日
本
一
清
ら
か
な
気
持
ち
で 

渾
身
の
力
を
傾
け
る
つ
も
り
で
す
か
ら 

ど
う
か
信
用
し
て
下
さ
い
…
… 

 

五
月
二
十
三
日
（昭
和
21
年
）  

 

吉
野
秀
雄
拝 

 
     

    
    

 

『 

吉
野
秀
雄
全
集
』（筑
摩
書
房
）第
八
巻
よ
り 

七
月
三
日
（昭
和
二
十
一
年
） 

 

短
歌
吟
行
。
皆
子
さ
ん
、
若
林
、
山
口
、
芳
賀
、
吉
田
、
関
、

榎
本
、
伊
藤
、
私
。
大
仏
か
ら
裏
を
ゆ
き
、
日
野
俊
基
（
東
下

り
）の
墓
等
見
て
、
銭
洗
弁
天
で
昼
食
。
先
生
宅
へ行
き
、
井
野

瀬
先
生
と
共
に
合
評
。
伊
藤
さ
ん
は
山
を
下
り
た
と
こ
ろ
で

帰
ら
れ
る
。
相
変
わ
ら
ず
の
選
の
下
手
さ
に
あ
き
れ
る
。
山
口

さ
ん
の
に
入
れ
て
あ
げ
た
か
っ
た
の
に
。
「 

岩
の
壁
に
釘
打
ち

こ
み
て
数
々
の
札
か
か
げ
た
り
洞
窟
弁
天
」。
先
生
が
名
詞
止

め
に
直
し
て
下
さ
っ
た
。 

七
月
十
二
日 

 

午
前
中
キ
ャ
ン
プ
ス
ト
ア
ー
へ。
午
後
万
葉
集
御
講
義
。
八
木

夫
人
も
来
ら
れ
る
。
習
う
万
葉
は
で
き
る
限
り
暗
記
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。 

八
月
二
日 

 

万
葉
集
御
講
義 

九
月
二
十
日 

 

朝
、
山
口
さ
ん
と
ご
一
緒
に
な
る
。
提
出
短
歌
を
私
だ
け
に

見
せ
て
下
さ
る
。 

「 

獣
め
く
わ
が
性
悲
し
砂
浜
に
抛
ち
て
吠
え
む
と
ぞ
す
る
」 

「 

人
の
世
の
な
べ
て
を
熱
く
愛
さ
ん
と
心
に
誓
ひ
つ
秋
風
に

立
つ
」 

 

後
の
方
は
少
し
間
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
前
の
一
首

ほ
ど
悲
し
く
烈
し
く
御
自
身
を
い
じ
め
る
歌
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。 

九
月
二
十
七
日 

 

短
歌
会
。
山
口
さ
ん
イ
ン
ク
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
早

退
。
（
こ
の
日
主
人
は
「 

獣
め
く
」
の
歌
を
吉
野
先
生
に
大

変
ほ
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
で
廊
下
を
駆
け
て
い
て
お
友

達
と
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
り
、
持
っ
て
い
た
イ
ン
ク
で
洋
服
を

よ
ご
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
） 

十
月
四
日 

 

吉
野
先
生
の
御
講
義
と
て
も
よ
か
っ
た
。
ご
自
分
の
日
記

を
引
い
て
作
歌
の
経
路
を
話
し
て
下
さ
っ
た
。
吉
野
先
生
は

本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
う
。
私
に
も
歌
が
作
れ
ま
す
よ
う

に
。 

       
 

 

や
ま
ぐ
ち 

は
る
こ 

月
報
「 

ま
ん
よ
う
」よ
り 

  

書簡 吉野秀雄より久保舜一宛  昭和２１年５月２３日 
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「わが恋、わが歌」シナリオ 

 広澤榮 

生誕 100 年記念展「歌びと吉野秀雄」図録 

神奈川近代文学館 

吉野壮児『歌びとの家』 

（「新潮 65巻 2 号 1968 年」） 
 

映画「わが恋、わが歌」（1969 年松竹 監督中村登）より 

原作：山口瞳「小説・吉野秀雄先生」 吉野壮児「歌びとの家」 吉野秀雄随筆集「やわらかな心」 

脚本広澤榮（鎌倉アカデミア演劇科 1期生） 出演：中村勘三郎 八千草薫 岩下志麻ほか 
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吉
野
秀
雄
「 

病
床
日
録
」 

 

昭
和
三
十
七
年 

 

三
月
二
十
日 
く
も
り 

う
そ
さ
む
し 

 
 
 

宮
川
晟
君
見
舞
い
に
来
る
。
果
物
も
ら
ふ
。 

 

四
月
十
六
日 

晴
後
曇 

 
 
 

三
枝
博
音
氏
の
「 
日
本
人
の
合
理
性
」と
い
ふ
ラ
ジ
オ
放
送
（Ｎ
Ｈ
Ｋ
）が
今
日
よ
り
三
日
間
始
ま
る
。
よ
き
話
な
り
。 

 
 
 

二
人
し
て
聴
く
。 

 

六
月
四
日 

雨 

 
 
 

木
村
聡
来
た
り
。
三
崎
水
産
の
校
歌
催
促
さ
る
。
苺
大
箱
も
ら
ふ
。 

 

七
月
二
十
一
日 

く
も
り 

 
 
 

木
村
聡
君
来
り
、
校
歌
の
礼
も
ら
ふ
。
校
歌
二
度
歌
っ
て
く
れ
た
。 

 

十
二
月
十
二
日 

く
も
り
時
々
晴
れ 

 
 
 

夕
方
若
林
泰
雄
君
来
り
、
〝
伊
豆
の
会
〟
の
連
中
、
大
竹
・吉
田
・後
藤
・宮
川
・若
林
の
五
人
よ
り
の
果
物
一
籠
、 

 
 
 

湯
川
屋
よ
り
の
猪
の
肉
・野
菜
も
ら
ふ
。
肉
の
外
に
こ
ん
に
ゃ
く
・葱
・豆
腐
・牛
蒡
・春
菊
・大
根
・
た
れ
一
瓶
。
外
に
自 

 
 
 

然
薯
一
箱
。
今
日
の
猪
鍋
。
三
人
に
て
一
物
も
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
、
食
ひ
つ
く
し
た
り
。 

 

十
二
月
十
六
日 

朝
雨
声
あ
り 

～

 

 
 
 

夕
方
、
吉
田
謙
吉
氏
見
舞
ひ
に
来
訪
さ
る
。
し
ば
ら
く
会
談
す
。 

 

昭
和
三
十
八
年 

 

一
月
二
十
二
日 

晴 

風 

～

 

 
 
 

夜
、
九
時
の
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
に
て
山
口
瞳
君
の
「 

江
分
利
満
氏
の
優
雅
な
生
活
」直
木
賞
に
な
り
し
こ
と
知
る
。
九
時 

 
 
 

四
十
五
分
テ
レ
ビ
に
も
写
る
。 

 

二
月
十
日 

く
も
り 

～

 

 
 
 

正
午
過
ぎ
三
枝
先
生
見
舞
ひ
に
来
ら
れ
、
し
ば
ら
く
話
す
。
山
口
瞳
受
賞
の
こ
と
共
に
よ
ろ
こ
ぶ
。
福
羽
い
ち
ご
二
箱 

 
 
 

下
さ
る
。 

 

二
月
十
四
日 

晴 

～

 

 
 
 

『 

江
分
利
満
氏
の
優
雅
な
生
活
』と
ど
き
、
さ
っ
そ
く
あ
ち
こ
ち
読
む
。
や
は
り
読
ま
せ
る
。 

  

十
一
月
九
日 

快
晴 

風
な
し 

～

 

 
 
 

九
州
大
牟
田
三
井
三
池
炭
礦
の
炭
塵
爆
発
。
死
者
現
在
百
七
十
一
名
。 

 

十
一
月
十
日 

快
晴 

～

 

 
 
 

け
さ
５
時
よ
り
一
時
間
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
き
き
、
三
枝
博
音
氏
遭
難
の
こ
と
五
時
四
十
五
分
頃
聞
き
て
驚
く
。
六
時
よ
り 

 
 
 

二
時
間
半
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
見
る
。
三
枝
博
音
は
真
田
病
院
と
い
ふ
に
運
ば
れ
て
後
息
絶
え
し
が
如
し
。 

 
 
 

夕
べ
ろ
く
に
寝
ず
。
朝
食
後
十
一
時
ま
で
眠
る
。 

 
 
 

と
み
子
、
佐
渡
の
八
珍
柿
を
籠
に
盛
り
た
る
を
持
ち
て
、
北
鎌
倉
三
枝
家
へ悔
み
に
ゆ
く
。
二
時
間
ば
か
り
に
て
戻
り
、 

 
 
 

霊
柩
車
鶴
見
よ
り
着
き
し
こ
と
き
く
。
人
々
参
集
し
を
り
し
よ
し
。
三
枝
さ
ん
遭
難
の
件
に
て
終
日
憤
怒
し
た
。 

 

十
一
月
十
一
日 

く
も
り
時
時
晴 

 
 
 

横
須
賀
線
鶴
見
事
故
の
た
め
、
神
経
が
普
通
に
戻
ら
な
い
。
選
挙
の
騒
ぎ
な
ど
も
ふ
ざ
け
て
ゐ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

 

十
一
月
十
二
日 

晴 

～

 

 
 
 

久
枝
武
之
助
の
娘
さ
ん
安
岐
子
さ
ん
（

）、
鶴
見
事
故
に
て
死
亡
の
こ
と
今
日
は
じ
め
て
聞
き
、
新
聞
に
て
見
る
。
（鎌 

 
 
 

倉
市
関
係
の
死
者
三
十
一
名
） 

と
み
子
午
後
ま
ず
二
階
堂
の
久
枝
氏
宅
へお
悔
や
み
に
ゆ
き
、
そ
れ
よ
り
北
鎌
倉
円 

 
 
 

覚
寺
内
帰
源
院
の
三
枝
博
音
氏
葬
儀
に
列
す
。
夕
四
時
半
帰
宅
。
横
浜
市
立
大
学
葬
は
十
一
月
二
十
五
日
な
り
。 

 

十
一
月
十
三
日 

薄
曇 

～ 

 
 
 

夕
べ
は
も
と
の
学
生
た
ち
二
十
七
人
、
一
会
催
せ
る
華
正
楼
よ
り
押
し
か
け
来
り
、
余
の
作
り
し
ア
カ
デ
ミ
ア
の
校
歌
合 

 
 
 

唱
せ
ん
と
い
ふ
。
余
は
死
ん
だ
時
に
し
て
く
れ
と
い
ひ
て
や
め
て
も
ら
ひ
た
り
。
三
枝
さ
ん
の
葬
式
に
校
歌
う
た
ひ
て
、
余 

 
 
 

の
こ
と
思
ひ
出
し
た
る
ら
し
。
う
れ
し
く
感
じ
た
り
。 

   
 

 

『 

吉
野
秀
雄
全
集
』（筑
摩
書
房
）第
六
・七
巻
よ
り
抜
粋 

 

登
場
す
る
人
物
は
ア
カ
デ
ミ
ア
関
係
者 
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開山堂入口に掲げてあったサークル活動予定表 

（月）俳句会、考古学研究会、講座、女性ノ会 

（火）佛語研究会、独逸語研究会、詩会、山岳部 

（水）話の泉、英語研究会、洋裁講座、レコードコンサート、 

   哲学研究会、古墳研究会、経済研究会 

（金）万葉集研究会、近代文学研究会、古代社会研究会 

（土）社会科学研究会 

 

七
．
学
内
同
人
活
動 

 

活
動
し
て
い
た
サ
ー
ク
ル
・グ
ル
ー
プ
名 

演
劇 

 
 

か
も
め
・
み
つ
ば
ち
・
小
熊
座
・
ひ
と
み
座
・
反
響
劇
場
（
児
童
劇
場
）
・
日
紡
工
場
移
動
公
園
グ
ル
ー
プ
・
劇

団
大
衆
劇
場
・
劇
団
演
劇
座
・
す
ば
る･

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
演
劇
研
究
会
・
勉
強
会
・
実
験
劇
場
・
放
送
劇
研
究

会 

 

文
学 

 
 

「 

霧
笛
」
・
「 

尖
塔
」
・
「 

裸
像
」
・
「 

習
作
」
・
万
葉
集
研
究
会
・
短
歌
研
究
会
・
俳
句
研
究
会
・
中
国
文
学

研
究
会
・近
代
文
学
研
究
会
・鎌
倉
文
学
グ
ル
ー
プ
・詩
研
・創
作
研 

 

歴
史
・社
会
学
そ
の
他 

 

考
古
学
研
究
会
・古
代
史
研
・唯
物
論
研
究
会
・社
会
科
学
研
究
会
・ヘー
ゲ
ル
哲
学
研
究
会
・
菅
井
邸
で
の

勉
強
会
・
住
吉
会
（あ
か
つ
き
会
）
・
１
・
２
会
・民
主
主
義
映
画
サ
ー
ク
ル
・耽
美
荘
グ
ル
ー
プ
・
Ｆ
Ｂ
（
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
）・コ
―
ラ
ス
部
・バ
ン
ド
・野
球
部
・海
浜
ク
ラ
ブ 
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詩サークルの集まり  
右から３人目相馬繁美氏（文学科１期） 

「父帰る」左より金田邦美（父）、山口麗子（妹）、三沢幸子（母）、

増見利清（弟）、宮川晟（兄） 

 

試演会 菊池寛作「父帰る」 
昭和２１年６月２５日、開山堂において最初の演劇科グループ活動。 

「海賊」グループ（文芸サークル） 
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児童劇団「小熊座」地方巡業 千葉県内 左から北川博子、北川（兄）、4 人

目後藤泰隆（のちに影絵劇団「かかし座」創立）、氏永正彦、三井緋紗子（鎌

倉女学院）、前田武彦、後ろ城田康一郎、右端川久保潔（声優） 

小熊座影絵「アリババと 40 人の盗賊」 

小熊座影絵「おねむい王様」 
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野球に興じる。各科対抗、対神奈川師範、対松竹撮影所チームなどの試合が行なわれた。 

「鎌倉大学海浜クラブ」（鎌大海の家）  
産業科実習の一環として学校から材料費
など資金提供を受けて２１年夏７月、８月
に設けた「海の家」である。産業科１期生
野崎茂の日記には、建設地の地均しの様
子や潮に流された人を救助したことなどが
記されている。 

バンド演奏 １周年記念祭の舞台で 
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「千年前の古墳群発見」 

（「日本ニュース」第 80号 昭和 22 年 7 月 22 日封切り上映） 

「稲村ヶ崎西北方姥ヶ谷に３０余の横穴古墳が発見された。東大三

上教授の指導で５月１７日から発掘されているが、奈良・平安時代

の豪族の墓地と見られ、頭蓋骨・人骨などくずれているが多数発掘

された。」と鎌大考古学部が発掘している様子が映し出された。 

写真左から飯村裕次（産Ⅰ）山口昭（産Ⅱ）三好叶生（産Ⅰ） 
「土師製の高杯 鎌倉の新古墳から出る」（神奈川新聞昭和22年 9月 2日） 

 三上次男教授のもとで「鎌大考古学サークル」は元気いっぱい極楽寺古墳を掘

っている様子が報道されている。 

考古学研究会 
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「龍鱗」創刊号（昭和２１年７月１０日） 
「龍鱗」とは、遠く鎌倉時代に遡り、時の執権
北条氏の家紋にして、その由来するところ鎌
倉の伝統とわが学園の地鎌倉山夕日丘を表
徴する遺憾なきものである。文芸部機関誌。 
巻頭言は飯塚友一郎氏。 
 

「裸像」 
文学科２期生による。昭和２２
年１０月 編集花岡信衛・表
紙カット木村聰 
同人吉野章、原輝夫、白井欽
一、室井肇、菊池修一郎、菱
見昌弘 

「習作」ETUDE 文学科２期生による「裸
像」復刊第１号。昭和２４年 吉野秀雄「富
嶽」、神西清「水浴について」の寄稿が見
られる。 

 

文学雑誌「尖塔」（同人 川西五郎・平林勝夫・
稲田三吉・山内正信・後藤映夫・芳賀義宏・若
林泰雄・関昇・山口瞳・宮野澄） 紙のない当時
としては二色刷りの表紙を持つ冊子に皆目を見
張った。創刊号昭和２１年１２月 第２号昭和２２
年５月 

 

同
人
誌 
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同人雑誌「霧笛」 同人に真杉盛雄、相馬繁美等の名前がある。 
「不思議な笛吹き」台本 作
曲林光（笛吹きの歌、祭り
の歌、ねずみの歌） 

「ラ・ファンタジー」№１ 巻頭言で遠藤
慎吾氏が、欧米の実験劇場の実情と精
神を紹介している。 
 

「鎌倉児童劇場製作部日誌」 
１９４９年 樋口功 

 

「芸術創造」映画科発行１９４９年５月  
“生きながらえて”東京発声再起第１回作品
解説とシナリオ・特集鎌倉アカデミア３年史
ほか 
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Academia Times 第１号・第２号・第３号
（１９４９年６月・７月鎌倉アカデミア自治
会文化部発行） 「私の描いている学園」
三枝博音・「愉快な学園」田代三千稔・
「偶言」―吉野秀雄談話アカデミアの将
来と大学など真剣な誌上討論が繰り広
げられている。 
 

学生自治会報（第１号・第２号・第３号）昭和２１年１２月  薄い粗悪
な紙がヤミで入手できたというので裏表１枚の自治会報を出した。
社交ダンスを本堂でやる者が出てそれが我が校にふさわしいことで
あろうか、等という論争も出ている。 

学内新聞 

 

「フェニックス」鎌大共産党細胞発行
１９４７年１９４８年 「大学建設が進ま
ないのはなぜ？」と問い詰めてい
る。 
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昭和２１年９月４日、村山知義演出「どん底」
（ゴーリキー作）の総仕上げを帝国劇場へ見
に行く。学生たちは屋上へ上がってひと休
み。リアルな舞台に衝撃をうけた後の開放感
を味わっている。正面山口麗子、後ろ左から
玉置久子、向井二三子、三沢幸子、南川直、
前田武彦。撮影は南川直氏の兄。 

 

かもめ会同人 秋山真太郎・今泉隆雄（い
ずみたく）・葛西久三・数永美智子・勝田
久・獅子倉功雄・篠原久・鈴木治夫・杉浦
浩子・玉置久子・千葉由幸・戸川正彦・広
澤榮・増見利清・前田武彦・三沢幸子・南
川直・向井二三子、山口麗子（回覧雑誌
「鴎」より） 

 

帝国劇場で「真夏の夜の夢」 
（シェイクスピア作・坪内逍遥訳・土方
与志演出）上演 
昭和２１年６月５日演劇科学生たちは
全員舞台稽古を鑑賞した。 

 

◆ 

演
劇
同
人 

か
も
め
会 
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プログラム「記念祭・署長さんはお人好し」 昭和２２年５月１１日 慈恵医大講堂において「かもめ会」第２回公演。 
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真船豊作「寒鴨」出演。  

三沢幸子、鈴木治夫、千葉由幸 

 

プログラム「ども又の死・寒鴨」 昭和２１年１２月２８日京橋公会堂にてエノケンの
「うぬぼれ座」と折半公演。貧しい学生劇団の「かもめ座」は泥絵の具で描いた背
景を大きな筒に丸めてみんなで担いで新橋駅から京橋公会堂まで運ぶという姿
であった。（広澤榮記） 
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「鴎」創刊号（昭和２１年１１月７日 編集
鈴木治夫 発行かもめ会） 演劇科１期
生の中で早くも勉強会が始まり、６月２５
日「父帰る」の試演会が開山堂で行わ
れた。その時の感動は広澤榮の『わが
青春の鎌倉アカデミア』などに詳しい。１
０月には「かもめ会」を立ち上げ、「ども
又の死」の稽古に入るなどグループ活
動が盛んで、このような同人誌も作られ
た。しかし紙もなく、ガリ版刷りのための
原紙も入手できなかったので、原稿その
ものを綴じて同人のまわし読みとなす回
覧雑誌となった。なお「かもめ」は３号ま
で続いた。 
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八
．
思
い
出 

「 

鎌
倉
大
学
一
周
年
記
念
祭
」 

 

鎌倉大学記念祭ポスターとプログラム 
「昭和２２年１０月、創立一周年記念祭が行われ、教授も生徒も一
体になって大忙しでその準備を行った。このポスター、プログラム
のデザインは演劇科の鈴木治夫と私が共同で描き、新橋にあっ
た国電中吊り広告業者まで駆けこんだ記憶がある。」（演劇科１期
廣澤榮記・資料提供廣澤淑子氏） 

鎌倉大学創立記念祭プログラム 
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光明寺総門にて 創立一周年記念祭役員一同 
前列左より    、秋山真太郎、宮野澄、平野二郎、増見利清、有馬誠 
二列目左より江島良、宮川晟、古沢芳枝、伊藤徳子、安川嘉子、広澤榮、 
三列目左より山口竩孝、山口瞳、斉藤翰、花岡太郎、亀順彦 

 

鎌倉大学一周年記念祭 学生世話役グループ 
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稲村ヶ崎古墳発掘展（光明寺本堂にて） 左端三上次男教授 

 

ルノアールの絵の前で 左より加藤茂雄（演Ⅰ）長島伊佐（文
Ⅱ）宮川晟（演Ⅰ）渡辺信一（演Ⅰ）関政雄（演Ⅰ） 

 

記念祭絵画展 ルノアールの絵の前で高見順講師 

光明寺本堂階段にて 
前列左より三枝博音、服部之總、三上次男、吉野秀雄各教授 
二列目左より二人目田辺寿利教授 
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リベエラホール（鎌倉市長谷）で行なわれた記念祭ダンスパーティー 
中央で挨拶するのは久米正雄氏、その左に専務理事山口正雄氏、三枝博音校長。 

演劇科舞台装置展（光明寺開山堂にて） コーラス部（御成小学校講堂にて） 
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学
生
た
ち
の
「 

実
際
に
芝
居
を
や
り
た
い
」と
い
う
気
持
ち
は
抑
え
が
た
く
、
開
講
後
た
っ
た
２
年
足
ら
ず

の
昭
和
２
３
年
３
月
、
東
京
の
ど
真
ん
中
で
発
表
公
演
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
演
劇
科
教
授
村
山
知
義
は

「 

こ
の
試
み
は
演
劇
修
行
の
一
つ
の
道
程
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
出
来
上
が
っ
た
か
ら
お
見
せ
し
よ
う
、
と
い
う
の

で
は
な
く
、
私
た
ち
は
今
、
こ
の
へ
ん
を
勉
強
中
な
の
で
す
と
い
う
一
つ
の
報
告
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
」
と
言

い
、
遠
藤
慎
吾
は
「 

学
生
は
基
礎
学
科
を
嫌
が
っ
て
芝
居
ば
か
り
し
た
が
る
。
…
学
生
た
ち
の
要
望
も
だ
し

難
く
今
度
の
公
演
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
中
々
の
冒
険
で
あ
る
」
と
学
生
た
ち
の
気
を
ひ

き
し
め
て
い
る
。
一
方
三
枝
博
音
校
長
は
、
「 

も
の
を
截
然
と
明
る
く
、
物
の
綾
を
性
格
に
つ
か
む
感
受
力

を
も
っ
て
い
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
思
想
を
は
っ
き
り
と
表
現
し
よ
う
と
思
う
と
き
、

D
ram

a

と
い
う
も
の
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
自
然
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
」と
、

か
ら
だ
を
動
か
し
「 

振
舞
う
」
こ
と
が
人
間
を
抽
象
世
界
に
の
み
生
き
る
怠
惰
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
も
の
だ

と
独
特
の
応
援
の
言
葉
を
「 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」に
残
し
て
い
る
。 

「春のめざめ」チケット 

「春のめざめ」プログラム 

演劇科第１回研究発表公演「春のめざめ」 
ポスター 

◆ 
思
い
出
「 

春
の
目
ざ
め
」 
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「春のめざめ」稽古風景 光明寺演劇科教室

立ちげいこ  中央は 遠藤慎吾先生 

演劇科教室にて 中央は村山知義先生、その右は
遠藤慎吾先生 

演劇科教室にて本読み 
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    「春のめざめ」舞台稽古 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校講堂で通し稽古 中央正面は村山知義先生 
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「春のめざめ」を終えて   
鎌倉若宮大路割烹「一力」に集まる。前列
中央左より服部之總氏、山口正雄氏（専務
理事）、三枝博音校長、遠藤慎吾氏。 

「春のめざめ」の公演会場 日劇小劇場 

日劇小劇場前で、加藤茂雄（左・演劇科 1期）と高松英郎（演劇科 2期） 

稽古の合い閒に  
演劇科 1期生全員が光明寺庭で 
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第一回卒業式 昭和２４年３月１９日、第１期生（専門

部）の卒業式が映画科の教室で行われた。そののち

校舎屋上で全員が記念撮影。苦難のなか第一回目の

卒業式が行なえたことは、教授、学生双方にとって感

慨深いことであった。 

◆ 
思
い
出
「 

卒
業
式
」 

ア
カ
デ
ミ
ア
の
卒
業
式
は
全
部
で
３
回
行
わ
れ
た
。
昭
和
２
４
年
３
月
１
９
日
、
２
５
年
３
月
１
１
日
、
そ
し
て
廃
校

前
の
繰
り
上
げ
卒
業
が
２
５
年
９
月
１
０
日
で
あ
っ
た
。 

 

第
一
回
卒
業
生
は
専
門
部
課
程
を
終
え
た
産
業
科
、
文
学
科
、
演
劇
科
の
一
期
生
９
７
名
。
内
訳
は
文
学
科
４
０

人
（
女
１
４
人
、
男
２
６
人
）
、
演
劇
科
２
３
人
（
女
１
人
、
男
２
２
人
）
、
産
業
科
３
４
人
（
女
１
人
、
男
３
３
人
）
で
あ

る
。
（自
治
会
誌
『 

芸
術
創
造
』よ
り
） 

 

卒
業
証
書
第
１
号
を
手
に
し
た
産
業
科
１
期
生
粟
屋
良
太
氏
は
卒
業
生
を
代
表
し
て
次
の
よ
う
な
答
辞
を
述
べ

た
。
「 

…
戦
前
で
は
考
え
ら
れ
も
し
な
か
っ
た
自
由
な
学
園
、
既
存
の
大
学
に
は
見
ら
れ
な
い
教
授
と
学
生
の
膝
つ
き

合
せ
て
の
学
問
の
場
を
、
い
ま
私
た
ち
は
巣
立
っ
て
行
く
。
光
明
寺
本
堂
の
暗
い
裸
電
球
の
も
と
、
熱
っ
ぽ
く
講
義
さ
れ

た
先
生
た
ち
、
目
の
色
を
変
え
て
論
じ
あ
っ
た
仲
間
た
ち
の
こ
と
を
、
私
た
ち
は
け
っ
し
て
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
在
校
生

の
諸
君
は
、
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
の
一
員
と
な
っ
た
こ
と
を
誇
り
と
し
、
卒
業
す
る
私
た
ち
も
胸
を
張
っ
て
社
会
生
活
へす

す
ん
で
行
き
た
い
。
三
枝
学
校
長
の
ほ
ん
と
う
に
勉
強
す
る
場
所
は
社
会
に
出
て
か
ら
だ
と
い
う
言
葉
を
肝
に
銘
じ
、

明
日
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
生
き
て
い
き
た
い
。
」
と
。
ま
た
粟
屋
氏
は
次
の
年
も
、
第
２
回
目
の
卒
業
生
に
対
し
て
社

会
人
と
し
て
送
る
言
葉
を
述
べ
て
い
る
。
粟
屋
氏
は
凸
版
印
刷
に
入
り
３
０
年
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
道
を
歩

み
、
新
し
い
人
材
を
育
て
る
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
。 

（前
川
清
治
著
『 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
』ほ
か
参
照
） 
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校舎入り口の正面にて記念撮影。 昭和２４年３月１９日。中央三
枝博音校長の左に春木猛教授、遠藤公教授。飯田賢一、若林泰
雄ら学生委員も前列に座る。 

校舎正面に立つ三枝校長 （学生歌と合成写真） 

 

「卒業証書 文学科本科 不動治久」 
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保土ケ谷グループ` 卒業式を終えて。左より飯村裕次（産Ⅰ）、佐川昭

（産Ⅰ）、長島伊佐（文Ⅱ）、古谷正夫（産Ⅰ）、関政雄（演Ⅰ）、稲森修

司（産Ⅰ） 

前列亀順彦（左）、飯田昭治 

後列森孝子、江島良 

卒業式の日に   林達夫教授、坂部キヨ教授、遠藤公教授を囲んで

女子卒業生たち 
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第二回卒業式（昭和２５年３月１１日） 

証書を授与する三枝校長と答辞を読む学生。 

学生歌 苦しい学校運営にもかかわらず、未来への希望を託し
て、情感あふれる「鎌倉アカデミア学生歌」が生まれる。昭和２４
年３月の第一回卒業式に初めて歌われた。歌人吉野秀雄作
詞、若き作曲家矢代秋雄作曲。以後同窓生の集まりには必ず
合唱される。「校歌」ではなく「学生歌」というところに新しさを出
している。 
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お花見会 昭和２７年（1952）４月 6日  
鎌倉山わかもと別邸（旧長尾美術館）にて 
 

「夕刊フジ」に「無冠の寺子屋大学……あす初の
同窓会」と大きく取り上げられた。 

◆ 

思
い
出
「 

同
窓
会
」 

閉校二十年記念同窓会 材木座
光明寺にて  

 昭和４５年（1970）11 月 7 日  
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出演俳優 高松英郎（前列右端）ほか 

NHK テレビ スポットライト「われら鎌大生」 昭和５０年（1975）３月６日 

写真左から足立麗子（花柳流）・南川直（俳優）・高松英郎（俳優）・勝田久（声優）・ 

いずみたく（作曲家）・前田武彦（放送タレント） 

この頃から鎌倉アカデミアはテレビラジオでよく取り上げられるようになった。 

「教育の原点」NHK教育 昭和５０年（1975）11 月２７日 

「ふるさとの証言・鎌倉アカデミア」NHK教育 昭和５６年（1981）9 月２９日 

 その他 

第二回光明寺同窓会 昭和４９年（1974）6 月１５日 

この場所で「鎌倉アカデミア史」編纂について提案され、 

もと教授・学生から活発に意見が出された。  

「断固、自力でやるべし」「まわりから希望する声がある」など

熱く討論し、涙する場面もあった。 
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 創立３０年記念同窓会 昭和５１年（1976）9 月２６日 油壺「シーボニア」にて 

 ご健在の教授や教授の奥様たちを招いて、いずみたくや前田武彦が船を持っていた油壺で盛大に行われた。 

 創立３０年記念行事は秋からの「鎌倉アカデミア四季講座」へと続く。連続４回行われた。 
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四
季
講
座 

 
 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
創
立
３
０
年
を
記
念
し
て
鎌
倉
で
連
続
講
座
が
行
な
わ
れ
た
。  

講
師
に
は
も
と
教
授
や
著
名
な 

 

 
 

文
化
人
を
お
願
い
し
、
全
国
的
に
宣
伝
さ
れ
た
。  

参
加
者
か
ら
詳
し
い
感
想
や
ア
ン
ケ
ー
ト
も
取
っ
て
い
る
。 

第一回鎌倉アカデミア四季講座 

「三枝先生の人と思想」 

（1976・11・27～28 於建長寺） 

 

第二回鎌倉アカデミア四季講座 

「高見順論」（1977・4・23～24 

 於東慶寺） 

第三回鎌倉アカデミア四季講座 

「吉野秀雄」 

（1977・7・9 於瑞泉寺） 

 

第四回鎌倉アカデミア四季講座 

「道化の系譜」（1977・9・23～25  

於銀座サイセリア） 

 



 

 

75 

 

  

鎌倉アカデミア閉校 30周年記念の集い  昭和 55年（1980）11月 1日 光明寺開山堂にて 

 30年の月日は、かつての青年たちをたくましく鍛え、彼らは新しい社会で地歩を固めていた。

故人となられた三枝博音校長、高見順氏、吉野秀雄氏を偲びながら、ご健在の恩師たちとの再

会を歓び合った。 

閉
校
３
０
周
年
記
念
の
集
い 

案
内
状 
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遠藤慎吾先生古希のお祝い。 俳優座増見利清氏

「テアトロ賞」受賞を祝う会。 

昭和５９年（1984）１月２１日  

 

「戦後５０年と鎌倉アカデミアを語るシンポジューム」  

 平成 6年（1994）１０月２９日 鎌倉商工会議所において  

 

鎌倉アカデミア記念碑建立 平成 8年（1996）5 月 14 日 材木座光明寺において 

開校 50周年を祝って「ここに鎌倉アカデミアありき」国文学者西郷信綱氏揮毫 

左より亀順彦（産Ⅰ）、増見利清（演Ⅰ）、加藤茂雄（演Ⅰ）、西郷信綱先生、宮野澄（文Ⅰ）の各氏 

 

記
念
の
集
い 
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九
．
卒
業
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

ア
カ
デ
ミ
ア
６
０
年
を
生
き
て 

荒井満枝 

（演劇科 １期生／日本舞踊家） 

飯田賢一 

（文学科 １期生／科学技術史研究家） 
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いずみたく 

（演劇科 １期生／作曲家） 

岡 喜一 

（演劇科 １期生／翻訳家 映画テレビ字幕） 
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勝田 久 

（演劇科 １期生／俳優 声優） 

加藤茂雄 

（演劇科 １期生／俳優） 
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久保田順 

（映画科 ２期生／国際経済学第３世界論）

小池 栄 

（演劇科 ２期生／俳優 青年座） 
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鈴木清順 

（映画科 １期生／映画監督） 

後藤泰隆 

（演劇科 １期生／影絵劇「かかし座」創立）
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津上 忠 

（演劇科 １期生／演劇科 演出家「前進座」） 

西村俊一 

（演劇科 ２期生／プロデューサー） 
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浜野純二 

（演劇科 １期生／舞台美術家） 

前田武彦 

（演劇科 １期生／放送タレント） 
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増見利清 

（演劇科 １期生／舞台演出家「俳優座」） 

向井二三子 

（演劇科 １期生／女優 料理教師） 
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安田 昇 

（産業科 １期生／実業家） 

山口 瞳 

（文学科 １期生／作家） 
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十．鎌倉大学（アカデミア）略年表 
 

年 月 日 内  容 出典資料 

1946 1 23 市民グループ「鎌倉文化会」教育部会にて、大学創立準備委員と創立趣旨が決まる。 木村彦三郎日記 

 3 17 「鎌倉大学校創立」の記事が出る。 神奈川新聞 

 3 31 「私立鎌倉大学校」認可される。（指令教第 445号） 神奈川県公報千九百八号 

 4 17 鎌倉大学第一回入学試験が実施される。 木村彦三郎日記 

 4 25 教授会が開かれる。 木村彦三郎日記 

 5 6 鎌倉大学校開校式。 津上忠日記・合格通知など 

 6 17 最初の全科学生大会（暑中休暇、制服制帽などについて） 野崎茂日記 

 6 25 演劇科学生、第一回試演会「父帰る」（光明寺開山堂にて）をおこなう。 津上忠日記 

 
7 

 
 

学生からの不満（制服制帽希望、大学構想の実現について）が飯塚学長排斥運動に発展。 
飯塚氏辞任（15日）。三枝博音校長に推される。 

読売新聞昭和 21年 8月 4日 

 8 31 三枝博音、校長認可申請提出。 神奈川県指令第 336号文中 

 9 2 二学期開始 三枝博音新学校長就任挨拶。  山根清道日誌（教務メモ） 

 9  演劇サークル「かもめ会」誕生。 サークル「唯物論研究会」結成  

 
9 
 

23 
 

学生大会開催（学生自治会設立準備委員決定、柔道部設立可決、水曜日休日廃止、始業 9 時
決定）。 

野崎茂日記 

 11 11 帽章・バッチを制定委員会にて決定。 学生自治会報 創刊号 

 11 22 学校側と学生委員との懇談会開く。（三枝校長所信披瀝） 野崎茂日記 

1947 1 12～19 「政治経済思想冬期講座」開講。（於神奈川師範学校） 「高見順日記」 

 1 13 高見順、大学への出講受諾。 「高見順日記」 

 1 22 鎌大再建委員会にて久枝理事長と会見。学生側、切に大学令認可を望むことを主張。 野崎茂日記 

 3 31 三枝校長認可される。 神奈川県指令 336号 

 4 1～ 3 入学試験実施（在学生も立ち会う）  

 5 2 高見順「小説技術研究」の講義始める。 「高見順日記」 

 5 15 三枝博音、「哲学研究会をつくれ」とよびかける。 高瀬「鎌倉アカデミア断章」 
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1947 7  三上次男、学生ら姥ヶ谷横穴古墳群発掘。 春木猛書簡（鎌倉図書館宛） 

   
この間、三枝学長、大船の海軍燃料廠跡借用申請のため GHQ関東軍政府本部と大蔵省へ働き
かけ（春木、坂部両教授通訳）、また借り受けの副申を受けるため、区、市、県、文部省へ学
生と共に 100回以上足を運ぶ。 

「鎌倉大学廃校始末記」 

 9 28 鎌大一周年記念祭開催（第一部～第五部） 記念祭ポスターほか 

 12 5 神奈川県教育部長より学校の名称変更要請。 二十二学八五九号 

1948 3 15 フランクヴェデキント作「春のめざめ」公演。 演出村山知義・日劇小劇場 ポスター・プログラム 

 
4 

 
 

 
大船へ移転し「鎌倉アカデミア」と改称。新大学令に準じ 4年制学校となる。「映画科」新設、
「産業科」は「経営科」に科名変更。「各国の文学作品に出てくる草木の植物園をつくろう」
と夢を語る。 鎌倉アカデミア学生歌できる。作詞：吉野秀雄 作曲：矢代秋雄 

「鎌倉大学廃校始末記」 

 5 1 入学式  

 6 4 大船合併祝賀祭典仮装行列に演劇科 3期生参加受賞。  

 
7 
8 

中旬～ 
 

演劇科学生、大日本紡績工場（関西～関東）を移動公演。 
モリエール「タルチュフ」改作、マルセルパニョール「ファニー」翻案など上演。 

 

 
11 

 
 

 
「昭和 23 年の後半より 24 年前半にかけて、鎌倉市及び横浜市において、学校確立の資金を
提供する篤志の人を求めることに画策奔走……この地に求められることは至難であることが
わかりました」 

三枝「校舎借用料の完全支
払の不可能についてお願
い」 

1949 3 19 第一期生（専門部）卒業式  

 4 10～11 入学試験  

 6 23 全学生大会 Academia Times No.3 

 8 30 私立二松学舎との合併案発表される。 あかでみあ 10月号 

 
9 

 
3～ 5 
 

演劇科卒業生で「鎌倉アカデミア実験劇場」設立。 
喜劇「エピソード」を公演（於鎌倉市民座野外劇場） 

公演パンフレット 

1950 2  「新制鎌倉大学設立寄付」協力依頼始める。（大映永田社長より寄付金） 芳名帳 

 8 13 全学生大会（学校の存否を決するため） 同窓会開催（母校経営最後的判断のため） 葉書（学生自治会・同窓会） 

 9 10 鎌倉アカデミア閉校。 卒業式挙行 葉書（教務課） 

 9 10 廃校の「ご挨拶」（三枝博音）  

1951 2 1 三枝博音、雑誌『中央公論』にて「鎌倉大学廃校始末記－風評、大学をつぶす」を発表。  

1952 4 6 「鎌倉大学」同窓会開催。 於鎌倉山長尾美術館（わかもと別館） 葉書（同窓会） 
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1952 
 

4 
 

 
三枝博音「東西文化交流研究所」をつくる。  
理事石橋湛山他 飯田賢一、野崎茂、宮川晟ら研究員に（1956年秋まで存続） 

飯田賢一「人物書誌大系 27
三枝博音」 

1961 10 22 三枝博音、横浜市立大学学長に就任。  

1963 
 

11 
 

9 
 

三枝博音、日本学術会議主催「科学史・科学基礎論シンポジューム」に参加。 
日本科学史学会総務委員会主宰の帰途、横須賀線で「鶴見事故」に遭遇し事故死。 

 

 11 25 三枝博音、横浜市大大学葬が行なわれる。  

1968 7 6 吉野秀雄追悼、第一回「艸心忌」が開催され、瑞泉寺門前に歌碑除幕。  

1970 11 7 廃校二十年記念同窓会開催（於光明寺） 夕刊フジ 11月 7日 

1975 3 6 NHKテレビ スポットライト「われら鎌大生」放映。卒業生出演  

1976 9 26 創立三十周年記念パーティーを開く。（於 油壺シーボニア）  

 
11 

 
 

27～28 
 
 

第一回鎌倉アカデミア四季講座「三枝先生の人と思想」開催（於建長寺） 
その後、「高見順論」「吉野秀雄の人と歌」「道化の系譜（吉田謙吉）」「古事記の時代」など第
五回まで開催。 

鎌倉アカデミア同窓会名簿 
講座案内用チラシ 

1980 11 1 閉校三十周年同窓会開催（於光明寺） サンケイ新聞 10月 31日 

1994 10 29 「戦後五十年と鎌倉アカデミアを語るシンポジューム」開催（於鎌倉商工会議所ホール）  

1996 
 

5 
 

14 
 

鎌倉アカデミア記念碑建立（於材木座光明寺） 
開校五十周年を祝って「ここに鎌倉アカデミアありき」国文学者西郷信綱揮毫 

 

2006 5 13～14 「鎌倉アカデミア創立 60年記念－市民と語る集い」開催（於材木座光明寺）  

2007 
2015 

5 
5 

～ 
 

「鎌倉アカデミアを伝える会」開催（第 1回～第 9回） 
材木座光明寺にて毎年開催。 第 10回は、創立 70周年記念祭となる。 

 

2013 10 15～30 横浜市立大学が「三枝博音没後 50年記念事業。 三枝博音回顧展・記念講演」開催  

 
11 

 
10 
 

「三枝博音先生没後 50年記念誌 三枝博音 大学と思想」  
発行：横浜市立大学学術研究会 

 

2016 6 4 「鎌倉アカデミア創立 70周年記念祭」開催（於材木座光明寺）  

 

参考：「鎌倉近代史資料第十二集 青春鎌倉アカデミア―「鎌倉大学」の人々―」1997年 3月 

 


